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	fill_1_5: 　最初は特に大変でしたが２か月を経過したころから徐々に生活に慣れ始めました。今は穏やかで充実した日々を過ごしています。
　まず私が到着した２月は寒さが最も厳しい時期で、氷点下１５度まで冷え込むこともありました。猛烈な寒さに加え、毎朝の独語、そして夕方は英語クラス、そしてオリエンテーションや様々な手続きなど多くのことが重なりました。忙しい中で思うように勉強に集中できないことや睡眠を取れないことへのストレスもありました。また食べ物や水質の違いなど環境の変化も影響したのか、常に体調が良くなかったように思います。しかし幸運にも私の寮にはピアノ備え付けのmusic roomがあり、少しの時間でもピアノに向かうことで、気持ちを上手く落ち着けることができました。音楽室で出会った友人もいます。「音楽は語学の壁を越える」とまでは言わなくとも、お互いを知る良いきっかけになりうるのだと感じました。留学生活にはこういった気分転換があると精神的支えになって良いと思いました。
　厳しい季節を越え、過ごしやすくなり気持ちも明るくなりました。グラーツには街全体にあたたかくのんびりとした雰囲気があると感じます。きっと住む人々の性格が反映されているのでしょう。自然豊かな公園がいくつもあり、芝生に寝転がったり、読書をしたり、楽器を演奏したり…と各々が自由に時間を過ごしています。また街のいたるところにカフェやパン屋があり、そのほとんどがオープンカフェで人々は気持ちのいい日光を浴びながらコーヒーを飲むという日常があります。私もこのような時間の使い方がとても好きです。彼らの中には「自然体」「自分の生きたいように生きる」というスタンスが根付いているように感じられます。世界にはこんなにも心地よく暮らせる国があったのかと発見の多い毎日です。　
　必要なものが必要なだけあり、何もかもちょうど良い、表現しにくいですがそんな街です。当たり前がいかに幸せかに気づきます。時間があるときにはタンデムをしたり、友人とカフェや公園、オペラ鑑賞や様々なイベントにも気軽に行っています。飽きることありませんし本当に魅力的な街だと思います。寮での生活は静かで落ち着いていて、語学勉強やピアノの練習にも集中できる環境と言えます。それと単位にはなりませんが、健康のために週一のヨガやアーチェリーのスポーツクラスを取っています。グラーツ大学にはUSIと呼ばれる機関があり、学生だけでなく一般の人たちも安価で参加することができます。種類もレベルも様々なので、新しいスポーツに挑戦できる機会もあります。人気なクラスを取るために夜中から並ぶ人も大勢いました。
　今思えば厳しい季節に来たことが少し自分を強くしてくれたように感じます。恵まれた環境にいることに感謝し、残り９か月間、1日1日を大切にし語学の勉強やピアノ等に集中して取り組んでいきたいと思います。もちろん肩の力を抜いて楽しむことは忘れないでいきたいです。
	fill_1_4: Deutsch Grundstufe 3, Niveau A2/1. Phase, Intensivkurs(ドイツ語集中クラス　)


